
 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

 



*********************** 

* データを取り込む前の準備 * 

*********************** 

 

///* データセットの前準備 */// 

 * Excel または CSV のファイル名を英語名にしてください。（TRUMP2013 など） 

 * 項目が英語名のデータセットを使用してください。 

 * 2010 年度データセットに関しては、JSHCT HP に英語項目名変換用のエクセルマクロを使用してくだ

さい。 (JSHCT ホームページよりダウンロード可能) 

 * 最終行に入力率が入っている場合はこれを削除してください。 

 * WG データセット配布時に設定されている開封パスワードを解除し、保存したデータを使用してくださ

い。 

 

  

**************** 

* データの取り込み * 

**************** 

  

///* Excel ファイルからの取り込み */// 

 * Stata12 からはエクセルファイルのままで取り込みが可能です。 

 * Excel のファイルサイズが 40 メガバイトを超える場合には、Excel ファイルからの取り込みはできま

せん。 

 

////* CSV ファイルからの取り込み */// 

 * 横断的 WG でフルデータを取り込む場合など、Excel ファイルの大きさが 40 メガバイトを超える場合

は Excel ファイルからの取り込みができません。 

 * →CSV ファイルから取り込んでください。 

 

  

 *****データ取り込みコマンド***** 

 

 * insheet using C:¥データファイルの保存先フォルダ名¥データファイル名, オプションコマンド 

 

    ***** 以下に記載するコマンドの解説 ***** 

     * 取り込みコマンドの using 以降はファイルの場所(directory)を示します。 

     * directory は、あらかじめローカルディスク Cの中に"data"というフォルダを作成し、元データ

を保存してある場所です。 

     * オプションコマンドの name は、第一行のデータが項目名であることを示す。 



  * ちなみに、オプションコマンドとは、カンマ以降のコマンドのことです。 

   

    ***** ミニ知識 ****** 

     * 米印が先頭に来る場合、あるいは/*と*/で囲んだところは、メモ書きとしてStataは認識します。 

 

   

***** CSV ファイルからの取り込みコマンド ***** 

*for Windows 

insheet using C:¥data¥TRUMPSeminar2013.csv, name  

 

*for Mac   (※OS の version によって取り込み方法が異なる場合があります) 

insheet using /c/data/TRUMPSeminar2013.csv, name 

 

 *読み込みに多少時間はかかります、あせらないでくださいね！！ 

 

***** Excel ファイル(xls ファイル)からの取り込みコマンド ***** 

import excel using C:¥data¥TRUMPSeminar2013.xls, firstrow 

 

***** エクセルファイル(xlsx ファイル)からの取り込みコマンド ***** 

import excel using C:¥data¥TRUMPSeminar2013.xlsx, firstrow  

 

 

******************* 

* 変数にラベルを付ける * 

******************* 

 

*取り込んだ変数の内容がわかるように変数ラベルを付けると便利です。 

 

 

///* ラベルの付け方の一例 */// 

 /*変数 survival に日本語ラベル"生存状況"を付けます。 

   label var survival "生存状況" 

  *変数 sex に日本語ラベル"性"を付けます。 

   label var sex "性" 

 *変数 race に日本語ラベル"人種"を付けます。 

   label var race "人種" 

*/ 

 



*JSHCT TRUMP データを用いた登録研究の解析を行う場合、各 WG のデータセットに対応した日本語ラベル

スクリプトをホームページよりダウンロードできます 

 

 

***** do ファイルを使って、ラベルを付けるコマンドを実行する ***** 

*配布した Do ファイル[01_label_variable_wg17-21_XXXXXX.do]を Do-file Editor にて開き、実行して

ください。 

 

 

********************* 

* 取り込んだデータの確認 * 

********************* 

  

***** 取り込んだデータの確認方法 ***** 

  

 * 取り込んだ内容を直接確認する 

   * Data Editor(Browse)を開いて全内容を見ることができます 

    

 * 標本数と変数の属性を確認する (各変数のタイプ、ラベル名、観測値、変数の数、ファイルサイズな

ど) 

   *使用するコマンド：describe を用いる (例：変数 survival,no,tx_type) 

   de survival no tx_type 

  

 * 連続変数の要約値を確認する (指定した連続変数の観測値、平均値、標準偏差、最小値/最大値) 

   *使用するコマンド：summarize (例：連続変数 age_month) 

    sum age_month  

   *オプションコマンド detail を加えると、中央値、パーセンタイル値、歪度、尖度を算出することが

できます。 

    sum age_month, detail 

  

 * カテゴリー変数の要約値を確認する (各カテゴリーの頻度、割合) 

   *使用するコマンド：tabulate (例：カテゴリ変数 tx_type) 

    tab tx_type 

   *オプションコマンド missing を加えると、欠損値のデータ数を算出することができます。 

    tab tx_type, missing 

   *tab コマンドの後ろに 2つのカテゴリー変数を指定するとクロス集計を行うことができます。 

    tab tx_type no 

  



 * データのサンプル数(観測値)を確認する 

   *使用するコマンド：count 

   count 

    

 *リストを作成してデータの内容を確認する 

   *使用するコマンド : list 

   *指定した範囲のリストを確認する場合 : if 条件式 

     **(例:移植日が 2000 年、2001 年の移植例の移植種類と移植日) 

   list tx_type tx_date if tx_date>="2000/1/1" & tx_date<="2001/12/31" 

   /* 

     result window に表示される内容が多い場合、result window に-more-の文字が表示されます。 

     -more-の文字上をクリックするか、Enter キーまたは Space キーを押すと結果の続きが表示されま

す。 

 */ 

  

  

************************ 

* Stata 形式でのデータの保存 * 

************************ 

 

*****Stata 形式でのデータ保存コマンド***** 

**取り込みデータファイル(Excel または CSV)と同じ場所(ローカルディスク Cの data フォルダ)に同名

で保存する。(半角英数字) 

save C:¥data¥TRUMPSeminar2013.dta 

 

/* 

**既存の Stata 形式データに上書き保存する場合 

**オプションコマンド replace を付ける 

save C:¥data¥TRUMPSeminar2013.dta, replace 

*/ 

 

 

************************ 

* Stata 形式データの読み込み * 

************************ 

 

***** Stata 形式で保存した.dta ファイルは以下の方法で読み込む ***** 

 



* フォルダ内に保存されたファイル(.dta)を直接クリックして開く 

 

* .dta ファイルの読み込みコマンドにて開く 

  *use C:¥data¥TRUMPSeminar2013.dta, clear 

  /* オプションコマンドのclearを付けると、既に読み込んであるデータをStataのメモリから消して、 

  同時に新たなデータを読み込むことができます。 

   (開いている Stata を閉じることなく、新たな保存データ.dta を読み込む) 

 */ 

  

 

*********************** 

* ログファイルの作成と利用 * 

*********************** 

 

 *ログファイルとは、Stata の作業結果を記録したファイルのことです。 

  

///* ログファイルの作成 */// 

 *作業結果は Result window に表示されますが、いくつかの作業を行い結果が長くなると遡って表示さ

れません。 

 *ログファイルを作成すると、すべての作業結果を保存することができ便利です。 

  

///* ログファイルの利用 */// 

 *ログを text 形式で保存すると、メモ帳などで開くこともできます。 

  

 *ログを text 形式で保存し、Excel ファイルから開くと、結果 table を作成する際に便利です。 

 

    ***** ログファイルの作成方法 ***** 

    /* 

      log useing ログファイル名 

        xxx 

      log off 

        yyy 

      log on 

        zzz 

      log close 

      translate ログファイル名.smcl ログファイル名.txt 

   */ 

 



*ログファイルに「xxx」「zzz」の部分の記録はされますが、「yyy」部分は記録されません。    

    

  

 *ログファイルを作成し、Excel ファイルで table を作成 

  *例:データの要約値をログファイル[result]に記録して、table を作成する。 

 log using table 

  

 *性別の移植件数 

 tab sex, missing 

 *移植種類別移植件数(性別) 

 tab tx_type sex, missing 

  

 *患者性別、年齢 (Mann-Whitney 検定) 

 ranksum age, by(sex) 

    

 *患者性別、移植種類 (chi-square 検定) 

 tab sex do_sex, chi2 

  

 log close 

 translate table.smcl table.txt 

  

    ***** text ファイルで保存された log ファイルを Excel で開く方法 ***** 

 /* Excel 開く→text ファイル開く→[カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごと

に区切られたデータ]を選択 

  →次へ→[タブ] [スペース]にチェックを入れる→次へ→完了 

 */ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

変数の作成の基本的事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

 


